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はじめに 

 

 私たちは、大気、水、土壌、気候、地形そして動植物などの自然を享受し、

地球環境・自然環境とのかかわりの中で、社会経済活動を行っています。また、

私たちの生活環境は、自然とともに築かれてきた歴史や文化と切り離して考え

ることはできません。このため、環境問題の解消に向けて、私たち一人ひとり

が、環境負荷低減に配慮した暮らしをしていくことが求められています。 

鎌ケ谷市は、「かまがやレインボープラン２１（鎌ケ谷市総合基本計画）」の

「自然と社会が調和する環境共生都市」を目指し、さらに平成１５年には「鎌

ケ谷市環境基本計画」の目標とする環境像にこれを位置づけるなどして、様々

な環境施策を進めてきました。 

本計画では、市民一人ひとりが、「知る」「考える」「行動する」ことで環境問

題に取り組む基本的な方向と市民・事業者・市の各主体の具体的な参加や協働

の内容と推進体制など、私たちの環境課題への取り組み姿勢を描いています。 

私たち一人ひとりの暮らし方が、将来の子どもたち世代に、よりよい環境を

引き継ぐうえで大きく影響することを認識し、私たちが暮らす環境を守り、創

造していくよう計画を進めていきます。 

 最後に、計画策定にご尽力いただいたかまがや環境市民会議のみなさん並び

に計画策定にあたりご審議いただいた環境審議会委員のみなさまにこころより

感謝を申し上げます。 

 

平成２５年３月 

 

鎌ケ谷市長 清水聖士 

 



 


